
3
月
8
日
、
仙
台
市
内

に
お
い
て
国
労
東
北
総
決

起
集
会
が
開
催
さ
れ
３
６

６
人
の
国
労
東
北
の
仲
間

が
結
集
し
た
。

 
仙
台
市
・
ホ
テ
ル
法
華

ク
ラ
ブ
で
の
集
会
は
二
部

構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部

と
し
て
、
財
団
法
人
国
鉄

労
働
会
館
主
催
の
東
北
労

働
講
座
が
行
わ
れ
た
（
左

記
☚
）
。

第
二
部
は
、
国
労
東
北

総
決
起
集
会
が
行
わ
れ
、

主
催
者
を
代
表
し
、
東
日

本
本
部
大
沼
元
委
員
長
と

東
北
協
議
会
佐
藤
浩
一
議

長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
春
闘
情
勢
と
Ｊ

Ｒ
会
社
の
動
向
、
国
労
の

取
組
み
、
19
春
闘
勝
利
と

諸
課
題
の
前
進
を
図
る
取

組
み
を
通
じ
て
、
未
組
織

労
働
者
を
始
め
と
し
た
仲

間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る

決
意
を
固
め
合
お
う
と
訴

え
た
。

 
来
賓
と
し
て
、
政
党
や

友
誼
団
体
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
東
北
三
地
本
の

各
代
表
と
東
北
貨
物
協
議

会
議
長
か
ら
は
、
「
春
闘

の
闘
い
を
通
じ
て
組
織
拡

大
を
」
「
ス
ト
ラ
イ
キ
で

要
求
を
勝
ち
取
ろ
う
」
な

ど
力
強
い
決
意
表
明
を
受

け
た
。

 
集
会
後
に
参
加
者
は
4

隊
列
に
分
か
れ
仙
台
市
内

を
デ
モ
行
進
。
賃
上
げ
を

始
め
と
し
た
労
働
条
件
の

改
善
や
安
全
問
題
な
ど
の

国
労
要
求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
気
勢
を
上
げ
た
。
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第
一
部
の
東
北
労
働
講
座

で
は
、
平
塚
秀
明
税
理
士
に

よ
る
「
再
雇
用
者
の
処
遇
改

善
に
向
け
た
課
題
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

 
平
塚
氏
は
冒
頭
、
長
沢
運

輸
訴
訟
（
定
年
後
再
雇
用
の

著
し
い
賃
金
格
差
の
是
正
）

の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
、

手
当
を
含
む
賃
金
の
項
目
別

に
「
不
合
理
」
「
不
合
理
で

は
な
い
」
等
の
説
明
を
行
っ

た
。そ

の
後
、
私
た
ち
の
関
心

が
高
い
「
年
金
問
題
」
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
っ
た
。

一
口
に
「
年
金
問
題
」
と

言
っ
て
も
そ
の
課
題
は
多
岐

に
わ
た
り
、
平
塚
氏
は
公
的

年
金
の
現
状
か
ら
始
ま
り
、

老
後
に
必
要
な
資
金
額
、
私

た
ち
に
一
体
ど
の
程
度
の
年

金
が
支
払
わ
れ
る
の
か
、
ま

た
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の

繰
り
上
げ
、
繰
り
下
げ
支
給

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
分
か
り
や
す
く
説
明
。

ま
た
在
職
老
齢
年
金
の
減

額
、
い
わ
ゆ
る
「
28
万
円
の

カ
ベ
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の

仕
組
み
と
計
算
方
法
を
実
例

を
交
え
て
丁
寧
に
説
明
し
た
。

最
後
に
、
年
金
制
度
と
は
、

「
長
生
き
」
と
い
う
将
来
の

リ
ス
ク
に
備
え
る
も
の
で
あ

り
、
退
職
金
に
手
を
付
け
ず

に
日
々
の
生
活
費
が
賄
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
年
金
の
支
給

年
齢
を
「
繰
り
上
げ
し
な
い

と
い
う
選
択
が
正
し
い
」
と

ま
と
め
た
。

講演する平塚税理士

仙台市内を整然とデモ行進

自らの要求をシュプレヒコールで訴える

支社前チラシ配布行動


